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最初に巨石に魅力を感じたのは30歳

で和歌山県の神倉神社を訪れ、ゴトビ

キ岩に出合ったときだった。

報道写真を志してカメラマンとなり、

雑誌社で多くの事件や事故を扱ってい

るうちに「これが本当に自分がやりたかっ

たことなのか？」と思うようになって

いた。28歳で独立し、「聖なる場所」を

求めて神社仏閣などを撮影していたと

き、ゴトビキ岩に出合った。

「これだ！」と直感した。拝殿の上に覆

いかぶさる大きな岩に何かを感じ、心

が震えた。

昔の人たちが岩そのものをご神体とし

て手を合わせた気持ちが分かる気

がした。

「石は何千年も前から同じ場所で人

間の前にたたずみ、人々にメッセー

ジを送っているかのようだ」と須田

さん。以降、アニミズム（自然その

ものを信仰すること）を感じさせる

巨石や奇岩など聖なる石を主な被

写体にするようになった。

02年、アフリカ南部のジ

ンバブエを訪れた際に見

たバランシングストーンは、

巨石の魅力を改めて教え

てくれた。４㍍×９㍍の

大きさがあり、背後に描

かれた岩絵を見て、古く

からの信仰を実感した。

日本にも世界にも共通し

た石の文化があると直感し、もう一度

日本の石をきちんと

知りたいと思った。

翌年から日本の石の

「巡礼」を開始。東京

の家を引き払い、車

の中で生活しながら

全国を回った。妻の

ひとみさんと出会ったのもこのときで、

最後の４カ月間は一緒に行動した。人

生を大きく変えた３年間だった。

石を撮影する前は必ず、アフリカ・ジ

ンバブエの楽器「ムビラ」を

演奏して石と対話する。

オルゴールのような心

地よい音色が石の前で

響き渡る。石にも人間

と同じように表情があり、

石とじっくり向き合うことで

「この方向から撮ってほしい」という石

の声が聴こえる気がするという。

05年からは全国各地で、写真展だけで

なく、スライドと

トークで石にまつ

わる伝説や文化、

自分の思いを伝え

る「石の語りべ」も

始めた。

09～10年には「地

球の記憶を記録する」のテーマで世界

40カ国を巡った（世界石巡礼）。さらに

琵琶湖周辺の石を巡り、各地で石の語

りべを行う「琵琶湖キャラバン」を計画、

今年６月から彦根市に住んでいる。動

かない石に合うために自分が動いて、

忘れ去られつつある石の文化

を伝承していきたいと考えた。

「滋賀には多くの巨石や聖な

る岩が残っており、ゆっくり

時間をかけて巡って行きたい

です。琵琶湖周辺の石をまとめた

マップも作る予定です」　　（取材・澤井）
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Web site > http://www.sudagunji.com

●モンベル 京都駅前店
　京都市南区西九条鳥居口町１
　イオンモールＫＹＯＴＯ Ｓａｋｕｒａ館
●入場無料

●参加費1,000円（資料代込み）
●要事前予約（定員10人以上）
※定員に満たない場合、中止の可能性あり

石を撮り続けて20年石を撮り続けて20年
―魅力を伝えたい―
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